
令和2年度上半期（令和2年4月1日から9月30日）における主要計数は以下のとおりです。

預金積金は、前期末比72億9千4百万円増加の2,217億2千5百万円となりました。
個人のお客さまを中心に、地域の皆さまから幅広くお預け入れ頂いております。

お客さまからお預かりした大切な預金は、地元で資金を必要とされるお客さまへご融資しております。

融資残高は、前期末比18億6千万円増加の738億9千6百万円となりました。
個人のお客さまをはじめとして、地元中小企業者の方々に広くご利用頂いております。
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【人格別残高構成】

個 人
59.4%

預金積金
2,217億円

融 資
738億円

その他 3.3%

公金 18.2%

個人事業主 4.4%

一般法人 14.7%

個々のお客さまにあった商品提案と信用金庫業界の総合力発揮により、
お客さまとの絆を重視した課題解決型金融の強化に全力で取り組んでおります。

令和2年9月末
（単位：百万円）
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【 業種別残高構成 】
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ローン
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その他 5.5%

建設業
11.2%

金融・保険業
10.8%

破産更生債権及びこれらに準ずる債権
危険債権
要管理債権

不良債権額計

令和2年3月末 令和2年9月末
933
2,504

7
3,445

（単位：百万円）

上記の令和2年9月末の計数は、金融再生法による各債権のカテゴリーにより分類しておりますが、集計方
法は同年9月期の自己査定結果に基づく債務者区分（※）残高を前提としています。
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4.63% （注）

＊時価は、期末日における市場価格等に基づいております。

＊貸借対照表計上額は、期末日における市場価格等に基づいております。 ＊上記の「その他」は、外国証券および投資信託等です。
＊時価を把握することが極めて困難と認められる有価証券は本表には含めておりません。
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令和2年3月末 令和2年9月末
取得原価貸借対照表計上額 差　　額

国　債
地方債
社　債

株　式
債　券

その他
小　計

貸借対照表計上額が
取得原価を超えるもの

貸借対照表計上額が
取得原価を超えないもの

合　計

国　債
地方債
社　債

株　式
債　券

その他
小　計

－
30,492
4,444
8,577
17,470
8,457
38,949

－
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10,043
21,984
60,934

－
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7,969
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－
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1,191
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－
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－
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取得原価貸借対照表計上額種　類 差　　額
－
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－
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－
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－
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－
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－
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▲ 5
▲ 5

▲ 117
▲ 871
▲ 998
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●石巻市役所
●中里五丁目
●ヨークベニマル中浦店
●イオンタウン矢本
●イオンタウン鹿島台
●イオンスーパーセンター石巻東店
●ヨークベニマル石巻蛇田店
●イオンモール石巻
●山下

店外ＡＴＭ（出張所）

店
舗
の
ご
案
内

本 店 営 業 部

湊 支 店

☎0225-95-4111

☎0225-22-4175

〒986-0822 石巻市中央三丁目6-21
〒986-0025 石巻市湊町一丁目6-5

あ ゆ み 野 支 店
向 陽 支 店
開 北 支 店
山 下 支 店
鹿 妻 支 店
大 街 道 支 店
矢 本 支 店
赤 井 支 店
女 川 支 店
鹿 島 台 支 店
登 米 支 店
総合相談センター「絆プラザ」

☎0225-22-9145
☎0225-96-3161
☎0225-93-2521
☎0225-96-6080
☎0225-93-2541
☎0225-94-9317
☎0225-82-2335
☎0225-83-3232
☎0225-53-2104
☎0229-56-2111
☎0220-23-8088
☎0225-23-2222

〒986-0860 石巻市のぞみ野二丁目2-4
〒986-0862 石巻市あけぼの二丁目2-4
〒986-0805 石巻市大橋三丁目1-18
〒986-0858 石巻市三ツ股一丁目2-133
〒986-0042 石巻市鹿妻南三丁目1-43
〒986-0858 石巻市三ツ股一丁目2-133
〒981-0503 東松島市矢本字町浦221-1
〒981-0501 東松島市赤井字川前弐251-2
〒986-2265 牡鹿郡女川町女川二丁目7-5
〒989-4103 大崎市鹿島台平渡字東銭神70-1
〒987-0601 登米市中田町石森字表66-1
〒986-0860 石巻市のぞみ野二丁目2-4

本店営業部内にて営業を行っております（令和2年11月現在）
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自己資本比率自己資本額

不良債権比率不良債権額

263億
5千1百万円

令和2年3月末
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258億
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コ ア 業 務 純 益
コ ア 業 務 純 益

実 質 業 務 純 益

経 常 利 益

業 務 純 益

当 期 純 利 益

その他のサービス 3.0%

医療・福祉 7.3%

地方公共団体 5.7%

卸売業・小売業 6.6%

運輸業・郵便業 3.5%

子会社株式
非上場株式
組合出資金
　合　計

令和2年9月末令和2年3月末
貸借対照表計上額貸借対照表計上額

4
38
11
54

4
38
10
54

【不良債権額および不良債権比率推移】
【開示債権額】

（単位：百万円）

（単位：百万円）

（単位：百万円）

【　　　　　　　　　　　　　　　　】時価を把握することが
極めて困難と認められる有価証券

4.28%

30億
4千7百万円

29.98%

27.98%

令和2年3月末 令和2年9月末
コア資本に係る基礎項目　（１）
　普通出資又は非累積的永久優先出資に係る会員勘定の額
　　うち、出資金及び資本剰余金の額
　　うち、利益剰余金の額
　　うち、外部流出予定額（△）
　　うち、上記以外に該当するものの額
　コア資本に係る基礎項目の額に算入される引当金の合計額
　　うち、一般貸倒引当金コア資本算入額
　コア資本に係る基礎項目の額　（イ）
コア資本に係る調整項目　（２）
　無形固定資産（モーゲージ・サービシング・ライツに係るものを除く。）の額の合計額
　　うち、のれん及びモーゲージ・サービシング・ライツに係るもの以外の額
　前払年金費用の額
　コア資本に係る調整項目の額　（ロ）
自己資本
　自己資本の額（（イ）－（ロ））　　（ハ）
リスク・アセット等　（３）
　信用リスク・アセットの額の合計額
　　うち、経過措置によりリスク・アセットの額に算入される額の合計額
　　　うち、他の金融機関等向けエクスポージャー
　オペレーショナル・リスク相当額の合計額を8%で除して得た額
　リスク・アセット等の額の合計額　（ニ）
自己資本比率
　自己資本比率（（ハ）／（ニ））

26,249
18,624
7,658
13

▲ 18
157
157

26,406

38
38
153
191

26,215

88,684
▲ 1,935
▲ 1,935
3,827
92,512

28.33%

26,404
18,620
7,799
―

▲ 16
144
144

26,548

37
37
160
197

26,351

90,350
▲ 885
▲ 885
3,827
94,178

27.98%

項　　　目
（単位：百万円）

令和2年3月末
リスク・アセット 所要自己資本額リスク・アセット 所要自己資本額

88,684
84,528
938

24,960
22,075
14,270
1,423
4,700
403
4

711
ー
55

14,983

714
5,505

ー
6,075
6,075

ー

11
4

3,827
92,512

イ.信用リスク・アセット、所要自己資本の額の合計
　①標準的手法が適用されるポートフォリオごとのエクスポージャー
　　ソブリン向け
　　金融機関及び第一種金融商品取引業者向け
　　法人等向け
　　中小企業等向け及び個人向け
　　抵当権付住宅ローン
　　不動産取得等事業向け
　　3ヶ月以上延滞等
　　取立未済手形
　　信用保証協会等による保証付
　　株式会社地域経済活性化支援機構等による保証付
　　出資等
　　上記以外
　　　
　　　
　　　
　　　
　　  特定項目のうち調整項目に算入されない部分に係るエクスポージャー
　     上記以外のエクスポージャー
　②証券化エクスポージャー
　③リスクウェイトのみなし計算が適用されるエクスポージャー
　　ルック・スルー方式
　④経過措置によりリスク・アセットの額に算入されるものの額
　⑤

　⑥CVAリスク相当額を8%で除して得た額
　⑦中央清算機関関連エクスポージャー
ロ.オペレーショナル・リスク相当額の合計額を8%で除して得た額
ハ.単体総所要自己資本額（イ+ロ） 

▲ 1,935 ▲ 885

787 787

7,976

3,547
3,381
37
998
883
570
56
188
16
0
28
ー
2

599

28
220
ー

243
243
ー

0
0

153
3,700

▲ 77

31

319

▲ 35

31

359

90,350
83,725
1,024
24,473
20,850
14,825
1,326
4,506
330
3

635
2
55

15,690

718
5,207

ー
7,469
7,469

ー

36
3

3,827
94,178

8,977

3,614
3,349
40
978
834
593
53
180
13
0
25
0
2

627

28
208
ー

298
298
ー

1
0

153
3,767

令和2年9月末
（単位：百万円）

信用金庫連合会の対象普通出資等であってコア資本に係る調整
項目の額に算入されなかった部分に係るエクスポージャー

他の金融機関等の対象資本等調達手段のうち対象普通出資等及びその他
外部TLAC関連調達手段に該当するもの以外のものに係るエクスポージャー

他の金融機関等の対象資本調達手段に係るエクスポージャーに係る
経過措置によりリスク・アセットの額に算入されなかったものの額

自己資本比率の状況 REPORT 2020

金融機関の健全性を示す指標である自己資本比率は
27.98%となりました。
当金庫は地元の金融機関として、地域に貢献し得る
充分な健全性を確保しております。

【
満
期
保
有
目
的
の
債
券
】

【
そ
の
他
有
価
証
券
】

不良債権比率は4.63%となっております。不良債権の保全率は97.54%と、不良債権の大部分が
貸倒引当金および担保・保証等によりカバーされています。

破産更正債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権）、危険債権（破綻懸念先の債権）、
要管理債権（要注意先のうち、利払いが3ヵ月以上延滞しているか、または貸出条件を緩和している債権）

※債務者区分
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令和2年度半期情報開示について

REPORT 2020

REPORT 2020

REPORT 2020

REPORT 2020

REPORT 2020

預金積金の状況

融資の状況

損益の状況
【 損 益 推 移 】

金融再生法ベースの債務者区分による開示

有価証券の時価情報

預金積金

融　資

【自己資本比率推移】

【自己資本の充実度に関する事項】

【自己資本の構成に関する事項】

（投資信託解約損益を除く）

※実質業務純益＝業務純益+一般貸倒引当金繰入額
※コア業務純益＝実質業務純益一国債等債券損益

これからも、経営の健全性と経営基盤の
強化に取り組み、地域やお客さまから必要
とされ続ける“地元のしんきん”を目指して
まいります。

ナカ面
ヨコ210・210・207×297mm（見開き ヨコ627×タテ297）


